
1、被災前の岩手県や気仙地区の
災害医療の準備と整備
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被災前の岩手県～気仙地区：災害医療へ
の意識醸成と準備

岩手県災害拠点病院
連絡協議会：県庁 2008年～
（岩手宮城内陸地震後）

気仙地区災害救急
連絡会議：保健所 2005年～

SCU:花巻空港事務所
設置運用体制整備

大船渡病院
災害医療委員会：2004年～

県医師会、地区医師会
基幹大学等
・・・災害医療に無関心

災害医療コーディネーター
制度なし

内陸部県立病院職員の
（大）津波警報時の対応
はなし（2020年段階でも）

政府：
東北地方日本海溝型
地震津波への広域搬送
計画はなし。
ほぼ東南海地震対応一色。

2011年まで

無策
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◆2003年以来病院としての災害医療への準備を開始。

2004年10/13 第１回病院災害医療訓練。

◆2005年気仙地区災害医療訓練開始。

大船渡市防災訓練参加（各毎年1回開催）県総合防災訓練、各地の訓練参加。

大船渡保健所主催の気仙地区災害医療連絡会議立ち上げ。

◆2006年DMAT研修・登録

・・・県内、緊消隊、政府などの訓練定期参加

県内DMAT連絡会設置。

◆2008/6/14岩手宮城内陸地震活動

7/24岩手県沿岸北部地震活動

◆2008年 県災害拠点病院連絡協議会開催

：DMATを含めた県内災害医療体制策定

2003年からの当院災害医療体制の準備

◆2009年 三陸沖日本海溝型地震津波への
県としての災害医療体制提案（山野目提案→策定）

：各病院の役割
県内の医療機関の状況把握
域内搬送体制
花巻空港SCU,および広域医療搬送体制整備、訓練企画・実施。
→厚労省、DMAT本部への周知、学会提言

2004/10/23中越地震
2004/12/26 スマトラ沖地震津波

2007年 県災害医療のあり方検討会

県災害拠点病院連絡協議会活動開始

1995年の阪神淡路大震災を契機に災害医療体制整備を開始しようとしてもなぜか、
明らかな理由なく（新たなことをしたくない行政の特性）ストップがかかる。
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大事故災害時Ｉｎｃｉｄｅｎｔ Ｃｏｍｍａｎｄ Ｓｙｓｔｅｍ 院内本部指揮系統図

本部長
（院長）

事務局長

事務局次長

総務課長

医事課長

総務係長

管財係長

副院長Ａ

副院長Ｂ

副院長Ｃ

総看護師長

外来看護師長

副総看護師長

災害医療
科長

医師

看護師

各病棟看護師長

本部長補佐、事務局指揮
マスコミ対応（定期会見）

中央監視 ライフライン状況、院内構造被害
テント設営、（患者搬送）

（外部連絡担当）：県庁災対本部、市役所、消防、警察、等情報連携

職員招集、登院チェック、院内各部署被害状況、院内放送情報提供

ヘリポート管理、患者等避難誘導、
情報板への書き込み

警備員 駐車場車両交通統制

院内各部署物品手配、情報板書き込み 薬局

放射線科

検査科

栄養科

各部署、外来患者情報整理、
タッグ・診療記録記入

クラーク

他病院、医師会、薬剤師会等情報連携

各科病棟担当医師 転院・退院等、透析室、手術室運営管理

職員健康管理、その他の業務補佐

各病棟運営・状況調査・入退院患者管理、
センター病棟運営

本部内看護業務統括、遺族対応（DMORT)、病院避難者対応

外来新設診療部門看護統括 トリアージ

赤、黄、緑

搬送班外来診療部門医師（トリアージ、赤、黄、緑）・クラーク
県・市医療班連携、患者搬送連携等

災害医療統括

ＤＭＡＴ病院支援指揮所

リハビリ
ケースワーカー
栄養科
中央監視室

患者、職員食糧

※各部署の情報は、各部署の指揮官経由で本部へ伝達！

事
務
局
長
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避難者

三陸自動車道

救急車非常退出路

一般車通行可

警備員＝ゲートコントロール
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病院1F見取り図

災害時：院内左側通行

北

南 病院駐車場＝臨時へリポート

正面玄関

トリアージポスト

患者情報掲示板

救急センター入り口

Red
Yellow

Green

災害対策本部

新外来棟
中央処置室

リハビリ室

救命救急センター

EV

エネルギー棟

災害時
出口

災害時出口

栄養科

放射線科

Black

EV

仮設調理場

放射線治療・RI

仮設ベッド
設置

仮設ベッド
設置

負傷者搬入経路

薬局

物流
中庭

霊安室

患者誘導経路

EV

体育館

避難民を
誘導

精神科病棟

避難者誘導経路

Yellow

Tatsumi Yamanome all rights reserved.



大災害時 外来部門での医師・看護師の役割分担

病院長
CP:指揮所
（災害対策本部）

＝事務室

〇外科
△脳神経外科
整形外科

看護師：救急センター

○外科
泌尿器科

看護師：脳外科、
泌尿器科、整形外科
中央処置室、（小児）

○内科
看護師：内科、外科

レッド：R
救急センター

イエロー：Y
本院外来ホール
（中央処置室前）

グリーン：G
本院大ホール

副院長、
事務局長・次長

広報・後方病院、県・国・
地元自治体各避難所など
との連絡、支援医療チームとの連絡、院長補佐

小児・産科患者：
小児科、産婦人科

パニックなど：精神科

死体検視など：病理科

病院前トリアージ
：本院前屋根つき歩道
医師 ２名、
ナース2名
事務1名

※ コールなしで各部署へ集合する。

（○＝リーダー）

1チーム＝
医師２名
看護師３名
事務1名

DMAT：災害派遣医療チーム

災害医療検討委員会

グリーン担当科は他セクションのバックアップも

2006/7/1現在

眼科・耳鼻科、皮膚科
：各セクションのバックアップ

本部
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R：“赤”セクション

O2 outlet

救命救急センター外来

Tatsumi Yamanome all rights reserved.



院内自家発電（緑コンセント）をすべて使用した場合で計算
すると、
重油地下タンク備蓄能力＝90、000L(30,000Lタンク×3)
実際の毎日の貯蓄量：平均タンクの1/2 (45,000L)確保と想
定する。（貯蓄1/2で給油とする取決め）
1日総消費量
・ボイラーの電力消費 過去最大＝7300Ｌ/day
・冷温水器最高使用量＝600Ｌ/day
・発電器使用量＝10、000Ｌ/day

○可能な稼働時間＝45、000/17，900＝2.5日
○約3日間は院内備蓄重油で（発電器・送油パイプの被害
がなければ）院内すべての自家発電源をまかなえる計算と
なる。

事前のライフライン評価

電気

発災時前日に満タン⇒約7日間自家発電稼働ＯＫ
Tatsumi Yamanome all rights reserved.



水
・受水槽： ３00ｔ
・高置水槽（屋上）：４０ｔ 計３４０ｔ（上水貯水量）

透析患者での水使用＝約5.1ｔ /day
（・・・１人4ｈｒｓ×30ｌ/ｈｒｓ＝120ｌ
１日40人×120ｌ+透析機器300ｌ＝5.1ｔ）

ボイラー：5～10ｔ（平常時）

◎１時間あたり上水使用量：約２２ ｔ

◆市水停止時 約１５時間でタンク内
上水消費。

※7年前の三陸南沖地震：震度６弱
で上水タンク損傷⇒補強、
フレキシブルジョイント

約4時間市水停止⇒自衛隊給水車到着するも搭載量は１ｔ であり・・・
結果的に市水回復により給水不要となった。
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院内（簡易）無線機親機
：市内半径5ｋｍ通話可能

衛星電話（NTTワイドスター）
＋屋外＝イリジウム

本部内通信機器

県機関間防災無線電話

院内各部署間インターフォン
建物外固定
アンテナ

衛星電話があっても使用方法に慣熟しないとうまく使用できない！
また屋外固定アンテナは安定した通信環境のため重要。

Tatsumi Yamanome all rights reserved.



大船渡病院での衛星電話、
県防災無線電話、無線機器
等の機器的トラブルは生じなかった。

通話先の県庁災対本部の電話が
少ないため、1時間もかけてなかなか
通じないことは多かった。

＝受け手側の問題。

東日本大震災時被災地病院の
通信実態分析

県庁保健医療調整本部には、圏域ごとに担当する
人と衛星電話を配備し、錯綜を防止する必要あり。

✽災害が必ず来るという想像力欠如！
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岩手県内災害医療の現状把握
◆各災害拠点病院・救急標榜病院における重症

患者治療（山野目アンケート調査：回答率６２％）

↓
1病院あたり“赤”患者受け入れ ２～（３）名が限度

↓
県内で一時に治療可能な重症患者

＝40～５０名程度が限界
という事実が判明。

↓
重傷５０名以上で広域医療搬送体制、SCU設置発動必
要。⇒3.11でこの通りにSCU設置発動した。

（平日日勤帯で発災後４～６時間以内）

（県災害拠点病院連絡協議会専門部会で報告）
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３、内陸部
バックアップ
病院群体制
→広域医療搬送

１、被災地内
病院災害医療
体制

災害拠点病院

救急告示病院

２、域内搬送体制

※アンケート結果
250－400床の病院

↓
発災後4~6時間
以内に“赤”２～３人
程度が診療限界

地理的特性と
“３つの戦略的柱”

日本海溝型地震津波への岩手県の災害医療体制 2009-（1）
（山野目提案・策定：第8回専門部会で了承）

Tatsumi Yamanome all rights reserved.



久慈病院

二戸病院

宮古病院

岩手医大、中央病院

釜石病院中部病院

胆沢病院

磐井病院

花巻空港ＳＣＵ H

盛岡赤十字病院

海自
輸送艦、
ヘリ空母
（手術室）

H

H

H

H
広域搬送：

秋田県内等
全国へ輸送

★盛岡への一極集中を避け
“分散搬送”を行う。
搬送初期は“東西”横軸連携 。

※天候次第で
陸路搬送法などを
計画必要。

大船渡病院

日本海溝型地震津波への岩手県の災害医療体制 2009-（2）

(秋田県との間で
災害時負傷者受け入れ
などの協定が進行していた）
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釜石病院

遠野病院

大船渡病院

高田病院

花巻・北上

奥州

一関

吉浜

越喜来

綾里

末崎

広田

気仙

気仙救急災害連絡会議
津波災害発生時の計画
：大船渡保健所

高田病院、広田半島孤立状態での患者搬送訓練実施

沿岸被災地内病院同士の患者搬送は
不可能と予想。
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気仙地区＋病院訓練
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広域医療搬送体制構築と
SCU拠点の整備・訓練

2008年活動を始めた岩手県災害拠点病院連絡協議会の専門部会において、
具体的さ災害対応案を提案し、まず津波災害への医療委体制整備、広域医療搬送
体制の整備を行うことを提案し、その整備を開始した。

参考 山野目辰味：いわて花巻空港SCU運用戦略策定からの教訓.
J.J.Disast.Med.2015;20:274-283
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2009年11月6日厚労省辺見研究班

・アンケート調査結果を元に、岩手県が広域医
療搬送を企図した場合、花巻空港にSCUの設置
を行う計画の発動を行って欲しい、旨要請。

厚労省、総務省消防庁、防衛省、国交省の担
当が出席していたが、“被害予測として重傷者
は少数にとどまり、ＳＣＵ発動は計画する予定
無し” と回答であった。

森野一真：平成21年度厚生労働科学研究費補助金（健康安全・危機管理対策総合研究事業）分担研究報告書.「地方に
おけるDMATの活用に関する検討、統括DMATの具体的運用のあり方」に関する研究
（研究協力者：山野目辰味et al）:研究協力者資料 三陸沖地震津波に対する岩手県内および県外からの
医療支援などの災害医療体制整備の検討.
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到達
旧空港ターミナルビル 空港消防隊車庫

患者搬送ルート

新空港ターミナルビル

SCU

国道4号線→至盛岡

災害時航空機エプロン

岩手県防災航空隊庁舎

SCU設置場所視察＝岩手県災害拠点病院連絡協議会
2010年6月16日
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2010年 花巻空港SCU配置図（空港消防車庫）
12床

SCU
本部

ホワイトボード

搬入 搬出

車両
修理
ピット

1 2

8 9 10 11 12

3 4 5 6

7
医療
資器
材

衛星電話
アンテナ

消防指揮本部

駐機場
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2008年10/31 陸上自衛隊東北方面隊
“みちのくアラート2008”（第1回花巻ＳＣＵ訓練）

空港を管理する県、空港事務所、周辺消防、警察、自衛隊などの災害時空港内医療臨時拠点
整備が必要である意識が共有された。 Tatsumi Yamanome all rights reserved.



◆県総合防災室
保健福祉部
空港課
空港事務所
花巻消防本部
空自三沢空輸隊

の全面協力
認知。

↓
花巻空港ＳＣＵ立ち上げ・
運営は円滑に作動。

2010/8/30花巻空港SCU訓練
（2008年にも陸自東北方面隊
“みちのくアラート”）

県総合防災訓練（会場：花巻市）と連動して
沿岸津波災害時のSCU運用訓練実施。
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J ﾚｽｷｭｰ提供
いわてファイヤーサポート提供
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